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二つの同軸円筒間 (内径 Rl,外径R2) に流体を入れ,内側の円筒を角速度fllで回

転 してゆくと,あるfl.Cで Taylor渦流が生ずるが, 符-Rl/R2が1に近い円筒の場合

にはさらに叫 をましてゆくと,あるf1,1｡で方位角 0方向に波う-た渦流が生ずる三)

この間題を考えるために,非圧縮性粘性流体に対するNavier-Stokes及連続方塩式におい

て,方位角方向の一様流からの速度 ･圧力の擾乱u(u,,ue,uz),pに対する方塩式

を,長さをR2,時間をR22/〟(Vは運動粘性率 )を単位として無次元化してかくと
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∂

ここで, ∂ニ ー
∂rI

メタ,R=

a*- air+十 ･ p -r
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は励起パラ

は対応するReynolds数で,境界条件は r-1,符でu-0
y

となる｡

方程式 (1)- (4)の解を左辺の線型部分の基底函数を用いて展開した形で求める :

ur(r,0,Z,t)- 書 芸〔C.cmj(t)u｡mj(r)ei-0
m= -cq J=1

㌦myczcmj(t,ulCmj(r)eimOcosDaz I czsmj(t)uzSmj(r)eimOsinBazi〕,
(5)

ここで, uo, uz,p/p の 同 様 な 展 開 の 係 数を vzamJ,Wlami, Hlami(α-C,S)とすると,

pzmj-〔uzami,Vzmi,Wzmj,Hzami]Tは次の固有値方程式の解として求まるo
α α α
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この方程式の具体的な解を求めるため,(6)を6元 1階連立微分方程式に変換し…)非

線型最適化法を用いて線型不安定を生ずる閲値 Pc,最大線型成長率を与える波数 ac,

方位角方向にm 個の波のたっている波状渦流の生ずる閥値 βcm,そのときの振動数ucm
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を求めた｡

方程式 (1)- (4)に (5)の展開を代入し,さらに (6)の共醜方程式の解を用いると,

次の形のモ- ド結合方程式を得る｡

｡£ + lzm,,czamj(t)--β,Em,j,Neamej; i,m,j′,i"m",〟 C,Pm,j′(t)CIL ","(t)･
TL"m")" (9)

<

波状渦流の状態は Davey-D iPrima-Stuart3)によ｡,cICol(t)-X(t)と cISll(t)-Ⅴ(t)

-Ⅴ(t)e-iwtの重畳からなることがしらべられているので,これら閲値付近でゆっく

り変化する流れの振幅に対する次の形の方塩式をみちびいた｡

∂tx-51X-グ11X3-914X IVL2

- p lOIX5-Q IOIX3LVI2 - R IOIXIVL4 (10)

< <

∂tv-3｡Ⅴ-54.x2紅 5｡｡IVL2令

-pll.X 4 紅 Q lllx 2 lvl 2 紅 Rl..LV14 6｡ (ll)

ここで結合係数を計算するため,中間状態として必要な higher-lyingstates はp-0,2

に対 してm-0,1,2;β-1,3に対 してm-0,1,2,3であり, さらに実際の計算

には j-1-8をとったo (10),(ll)で ∂1-0として実数部分をとると,定常振幅

をきめる方捉式をうる｡ 波状渦流の発生するβの値は,

∂ . ∂LVl2 - 2〔5.I- 9.'1X 2 - pl'llX4コ ∂Ivl2 (12)

の係数から定めることができる｡ 実験としてはβ を増 していったときの外円筒におけ

る平均偶力 Gの測定4)があるが,これは,

Cく=)
G- - 2w p y2h ∑coCoJ (t--)∂vooi(1)j=1

- 2wpy2hJ蔓1% '1)lN.C.;71.1,101x2+N.C.,,;Slll,11*1･Ⅴ･2
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' poojx4+qoJx 2IvI2+RooilVI4〕, (13)

から計算されるo実験によるとGは βC以上で Taylor渦流の発生によりβに対する増

加率がふえるが,Jgcl付近で増加率が再び減少することが知られているo 筆者の行っ

た計算結果によるとこの原因は波状渦流 lV12によるものではなく,Ⅹ4の効果によるも

のであるように思われる (削 2の振幅はx 2に比して非常に小さい )0
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多成分反応拡散系における位相波

京大理 蔵 本 由 紀

反応拡散方塩式

Ⅹ- 氏(Ⅹ)十 D▽ 2Ⅹ (1)

(ここにⅩは濃度ベクトル&-(Xl,x2,･･･Xs),I)は対角行列 )の縮約法として,ひ

とつは reductiveperturbation法があるが,ここでは全 く別の方法を論 じ∴導出された

方程式に基いて､濃度パ ターンとの関係及び化学乱流発生の条件等を考察する｡

この方法は女-Rが安定なリミットサイクル振動の解をもっ場合に適用できる｡まず
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